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技術者物語  Touhoku Construction Engineer Story

　全国の教育現場で社会問題となっている〝いじめ問題〟。石川組

の工藤将太さんは、かつてその過酷な境遇にさらされ〝引きこもり〟

を経験した。現在、一線の技術者を目指して懸命に仕事に取り組ん

でいる工藤さんは、

いかにしてその困

難な境遇から再起

したのか。

　工藤さんは、秋

田県能代市内で誕

生。幼い頃はハサ

ミで紙を切るのが

大好きで、小学校

に上がってからは

テレビゲームやカ

ードゲームに没頭

した。中学生にな

り「自分は確実に

〝オタク〟だと自

覚した」という。

　しかし当時はい

わゆる〝オタク〟

に対するバッシン

グが最も激しい時

期で、自分の趣味

を隠さない工藤さんに対し、集団での嫌がらせが横行。これに屈せ

ず、勉学に励んで合格した地元の進学校でも、中学時代の主犯格が

入学していたため、陰湿ないじめが続いたという。

　逃げ場のない過酷な状況から人間不信に陥り、不登校に追い込ま

れた工藤さん。精神的に消耗し、自殺を思い立ったその日、かねて

から真摯に対応してくれていた高校の担任教師が自宅を訪ねてきた。

工藤さんの尋常ならざる様子から事情を読み取り、厳しく諭す一方、

スクールカウンセラーの受診を強く勧めた。

　この運命的な担任教師の訪問が、工藤さんが立ち直る第一歩につ

ながる。カウンセリングを機に、その担当医師が勤務する『長信田

の森診療クリニック』を受診。その勧めで高校を中退するとともに

高卒認定資格試験を受け高校卒業資格を取得した。

　その後も通院を続ける中、同病院の就労支援センターを通じ、ア

ルバイトとしてさまざまな職業を経験。その一環で、ある年の冬に、

石川組が施工する暗渠の排水管敷設工事に携わった。「仕事は大変

だったが、会社の雰囲気が良かった」。この時はそのまま終わった

が、良い印象があったため翌年にも同社の他現場で働いた。

　その際、「真面目だし、彼にはこういう仕事が向いているかもし

れない」と考えた石川崇工事部長に入社を打診されたが「不安が大

きく踏み出す勇気がなかったため応えられなかった」。

　自分に自信を持てず一旦は断ったものの、さらに翌年にも同社で

働き、石川部長に再度声を掛けられた時、「次に進まなければだめ

だ」と腹をくくり、入社を決意。家族も「外仕事は大変だろうが、

やれるだけ頑張ってみろ」と背中を押してくれたという。

　入社後は、「覚えることが多くて大変だ」と思ったが、「入社前

に感じた会社の雰囲気の良さは変わらず、さまざまな人に支えられ

続けられている」と話す。2016年２月には持ち前の記憶力の良さ

を発揮して土木施工管理技士の資格を取得。現在は「何もかも未経

験で手探り状態」と汗をかきながら、初めて任された現場の管理に

果敢に挑んでいる。

　心の傷は完全に払しょくされたわけではなく、今も定期的に通院

している。それでも、「着工前に見た現場がどんどん変わっていき、

最終的にモノが出来る。ただ出来ただけではなく、必ず誰かの役に

立っている」という公共性の高い仕事に携わる充実感と、親身にな

って相談に乗ってくれる会社の上司・先輩に支えられながら、再起

の道をひたむきに進んでいる。

〝オタク〟いじめで人間不信に
再三の誘いに〝前に進もう〟と腹くくる

引きこもりから再起
趣味を貫く
頭脳派技術者

　工藤さんが現在携わっている

のが、秋田県三種町が16年９月

に発注した釜谷地区公共下水道

接続工事４工区。同町大口字釜

谷地内から浜田字釜谷道地内に

かけて、文字通り下水道の本管

を布設する工事だ。この現場で

は主に管を布設する際の基準高

測量、工事写真の撮影などを担

っている。下水道という生活に

不可欠な社会基盤をしっかり整

備するため、例年以上に厳しい

寒さにも負けずに現場を駆け回

っている。

工事部

工藤　将太さん
Syouta Kudo
1990年5月1日生まれ。秋田県能代市出身。
２級土木施工管理技士

株式会社　石川組
本社／〒018-2104
秋田県山本郡三種町鹿渡字二本柳39-9
ＴＥＬ.0185-87-2748
ＦＡＸ.0185-87-3370

　最初の頃は現場でアタフタし、見ていて大丈夫かと思った
が、最近は話しぶりも変わり、経験を積むことで少しずつ成長
していると感じる。今、初めての現場代理人を務めているが、
臨機応変に対応できれば一人前になったと言える。１日も早く、
何があっても慌てずこなせるようになってほしい。そして引き
こもりからしっかり社会復帰した先駆者になってほしい。それ
によって後進にも就職の道が開けると思う。

［ 工事部長 石川崇氏 ］

5：00
6：30
7：10
8：00

12：00
13：00

16：30

18：00
19：00
20：00

23：00

技術者物語
Akita

　締固めに使用する機械で、エン

ジンをかけると小刻みに跳ねるよ

うに動く。機械の足の部分が平ら

な金属板になっており、埋戻し個

所を叩くことで土を締め固める。

ランマ

職場訪問 教えて!
建設用語

現　場　の　１　日

上司・先輩
から一言
上司・先輩
から一言

5：00　起床

7：10　会社到着
現場へ。

19 : 00　入浴、夕食

23 : 00　就寝

16：30　現場終了
翌日の段取り等デスクワークを
行います。

12 : 00　昼食
昼休み。

18：00　帰宅

20：00
その時ハマっていることをして遊
びリラックスして、疲れを取る。

6：30　出発

13：00　現場再開
管布設終了後、埋め戻しをして舗
装し、一般車の通行を可能にします。

8：00　打ち合わせ後、現場開始。
今の現場は下水道の本管布設工
事で、布設した管の高さと通り
を測量機械で見るのが僕の仕事
です。



Yamagata
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技術者物語  Touhoku Construction Engineer Story

 「屋内で遊ぶよりも外で体を動かすほうが好きな子どもだった」

という鈴木亜寿香さんは、山形市で２男３女の長女として生まれた。

豊かな自然の中で育ち、子どもの頃は、親戚が暮らす白鷹町を家族

で訪れては日が暮れるまで外を駆け回っていたという。

 「街で買い物をするのも楽しいけれど、川辺でのバーベキューな

ど、自然に近いところで過ごすのが大好き」と話す。

　白鷹町の自然の中で遊ぶ一方で、祖父が経営する鈴木工務店で働

く人たちを間近で見てきた。「会社に出入りする職人さんたちを見

て、いつかこの世界で働きたいと思っていた」と当時を振り返る。

　中学校時代は陸上部に入部し長距離走に挑戦した。「大会の応援

に来てくれた家族の声援に感極まって泣いてしまったこともあっ

た」と感受性の強い女の子だった。

　高校は山形県立山形工業高等学校に入学。環境システム科土木コ

ースで本格的に土木を学び始めた。ここでも「測量や土木施工の実

習など、より実践的な科目が大好き」で、特にコンクリートカヌー

の製作とその大会には熱意を注ぎ込んだ。

　大会では、土木工事の主材料になるコンクリートでカヌーを製作

し、そのでき栄えと実際に川に浮かべてタイムを競う。ものづくり

の実践と言える競技に魅了され、専攻とは異なる学科の先生たちか

らも助言を受けながら苦労を重ねた結果、大会では高校の部で見事

優勝を果たした。卒業した現在も時折、母校を訪れ後輩の練習をサ

ポートしている。

　高校卒業後は、そのまま土木の世界に足を踏み入れた。母親は

「自分で選んだ道ならば」と特に反対することはなかったという。

高校の自由登校中に大型特殊自動車免許を取得。「大きくなったら

工務店に入ってクレーンの運転手になりたい」という子供のころに

思い描いた夢を実現しつつある。

　技術者として、河川の護岸工事で現場代理人を務めるなど、着実

に現場の経験を積み重ねている。もちろん、良いことばかりではな

い。現場では、夏や冬の厳しい気候だけでなく、河川の増水や降雪

時の除雪など、これまで親しんできた自然が敵に回ることも少なく

ない。

　さらには「現場の本格的なスタートが、稲の刈り入れを待ってか

らの時もある。代理人は工事以外にも沢山のことに気を配り、調整

をしていかなければいけない」と発注者との打ち合わせや現場での

工事の進め方に頭を悩ませることもある。

　それでも「わからないことは先輩に教えてもらいながら、工事を

始める時に問題になりそうな点をあらかじめピックアップしてスム

ーズに進むように心掛けている」と常に前向きだ。

　土木現場の最前線に立つ鈴木さんの原動力となっているのは「仲

間と一緒に大きなものづくりをする」ことと「完成して終わりでは

なく、つくったものが人々の暮らしの役に立ち続ける」という建設

業ならではの魅力だ。「自分が携わった現場のそばを通ると、工事

をしていた時を思い出して、それがまた次の現場へのモチベーショ

ンにつながる」とにっこり。

　上司である叔父を始め、とび職人として建設現場で活躍する弟、

土木関連のコンサルタント会社に勤める妹など建設業一家の強い絆

と持ち前の明るさ、行動力で日々成長を続けている。

明るさとコミュニケーション力で現場をけん引
日々成長を続ける期待の女性技術者

アウトドア大好き
土木の世界で羽ばたく
白鷹の “けんせつ小町”

　鈴木さんが働いている現場は、

豪雨で増水した河川が氾濫しな

いように堤防の治水機能を強化

する護岸工事だ。

　川の両端部分の斜面をコンク

リートブロックで覆い安定化さ

せるブロック積み工という作業

が主体になる。

　すぐそばには水田があり、稲

刈りが終わってから工事を本格

的に開始するなど地域への気配

りも大切だ。

土木部

鈴木　亜寿香さん
Asuka Suzuki
1992年９月16日生まれ。山形県山形市出身。
２級土木施工管理技士、２級舗装施工管理技術者、解体工事施工技士

株式会社　鈴木工務店
本社／〒992-0771
山形県西置賜郡白鷹町大字鮎貝5783
ＴＥＬ.0238-85-5191　ＦＡＸ.0238-85-5809
ＵＲＬ　http://ｗｗｗ.sgic.jp/suzukikomuten

　我が社に入社して１年半となり、公共工事の担当も多数し
ており、着実に実績を積み上げています。
　女性ならではの気配りや繊細な仕事ぶり、高いコミュニケ
ーション能力により、他の社員や現場の人ともすぐにとけ込ん
で和やかな雰囲気を作り出してくれています。
　今後はさらに経験を積み、会社や地域社会の発展に貢献
できる人材となるよう期待しています。

［ 専務取締役 鈴木洋氏 ］

5：30

12：30

18：00

20：00
22：00
23：00

5：30　起床
平日と変わらない時間に起床。家
全体の掃除、洗濯、食器洗いなど
を行い、小学生の弟と朝食を食べ
る。天気がいい日はベッドカバーも
全部洗濯(２回まわす)

22：00
本日３回目の洗濯。家族が多い
ので洗濯物は大量…

18 : 00 
家族が久しぶりに全員そろった
ので外食。みんなで賑やかにご
はんを食べる。仲良し家族！

23：00　就寝
大好きな友達とも家族とも過ご
す時間が作れて幸せいっぱい。

20：00
家の近くの温泉で妹とまったり
♨　温泉が好きなので、友達と
も温泉によくいきます。

12：30
高校の友達とランチ。くだらな
いことでも大盛り上がりであっ
という間に５時間。３年間同じ
土木コースで学んだ友達は、プ
ライベートでも仕事面でも良き
相談相手であり理解者で本当に
感謝です！

技術者物語
Yamagata

　建設現場で傾斜の角度を確認す

るために使われる道具。中心にあ

る気泡管の位置を調整して角度を

測る。デジタル表示のタイプやメジ

ャーと一体化したものなど用途に

よって色々な形状のものがある。

スラント

職場訪問 教えて!
建設用語

休　日　の　１　日

上司・先輩
から一言
上司・先輩
から一言



Fukushima
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技術者物語  Touhoku Construction Engineer Story

　福島県中通りの二本松市の建設会社・野地組で現場代理人として

働く菅野雅之さんは、1982年に旧東和町（現二本松市）で３人兄

弟の次男として生まれた。少年団のソフトボール、中学校では野球

部に入部するなど、体を動かすことが大好きな活発な少年だった。

高校の選択では、２歳年上の兄を追って福島県立二本松工業高校の

土木科に入学した。

　高校進学後は、交友範囲の広がりとともに「遊ぶことに夢中だっ

た」という。とは言え、今後の人生を左右する高校卒業後の進路に

ついては人一倍真剣に悩み、自分自身の希望が両親の希望と一致し

たこともあって進学ではなく就職を選択した。

　その活動中、野地組の求人を目にした菅野さん。〝建設業界は休

みが少ない〟との噂を耳にし、不安だったことから親に相談すると

『地元でも有名な企業で大きな仕事に携われる』と勧められたこと

が決め手となり、卒業と同時に野地組に入社した。

　入社後、現場代理人になるまでは、先輩の指導のもと、現場では

測量作業や工事写真の撮影を行い、内業では工事写真の整理や施工

管理記録の作成作業を行ってきた。

　入社間もないころは、同期の社員もいない中、仕事で覚えなけれ

ばならない作業や知識の多さから気が滅入ってしまい「辞めたいと

思ったこともあった」という。それでも仕事を続けられた理由は、

不安の１つだった休みがしっかりもらえていたことと「休みの前の

日は年の近い先輩が飲みに誘ってくれて、悩みの相談やストレスの

発散に付き合ってくれたから」。

　〝土木〟は世間一般には大雑把に作業していると思われがちで、

菅野さんも入社まではそうしたイメージを持っていたが「実際に働

いてみると真逆だった。測量や工程管理など、緻密に計算しながら

進めていく繊細さが必要なことを強く教え込まれた。おかげで現場

代理人になった今の自分がある」と話す。

　2011年３月の東日本大震災発生時、車で現場に移動中だったと

いう菅野さん。余震が落ち着いてからは、道中にある自宅に寄って

家族の安否と現場の状況を確認した後、会社の指示に従い、被災現

場に急行。そこからしばらくは陥没した道路の復旧・復興工事など

に奔走した。

　特に印象に残っているのは、二本松市内の復興住宅建設に伴う造

成工事だ。現場を指揮する代理人として、被災者が待ち望む安心で

きる住まいを１日でも早く提供することに全力で取り組んだ。

「それまでも仕事では、段々と完成していく過程と完了時の達成感

を感じていたが、震災があって復旧・復興に携わっているうち、〝地

域を支える〟という建設業の役割を強く実感した」。

　菅野さんが土木の道に入ってから携わった仕事は震災を始め、台

風や豪雪などの自然災害への対応のほか、日常的に使われる道路や

河川の新設・補修など多岐にわたり、17年間地域インフラの整

備・維持に貢献し続けている。

　この間、菅野さんは結婚して２人の息子に恵まれた。整備した道

路を通るたびに「これをお父さんが作ったんだ！」と言う息子から

向けられる尊敬の眼差しが「一番のやりがい」と誇らしげに笑う。

　休日は大型人形を飾りつけた山車（だし）を激しくぶつけ合う、

地域の伝統祭「針道のあばれ山車」の製作に汗を流している。今年

10月には豪快な太鼓の音が鳴り響く中、仕事とは違う〝お祭り男〟

として、山車の上の勇姿を息子たちに見せることだろう。

土木は〝大雑把〟から一転〝緻密さ・繊細さ〟
震災からの復旧・復興で役割実感

息子たちのエールが
やる気の源
地域の安全守る
〝お祭り男〟

　菅野さんが担当している現場

は、砂防ダム新設に伴う県道改

良の一環として行う橋梁下部工

工事だ。橋の上部構造を支える

〝Ｔ〟を逆さの形にした基礎の

設置作業を行っている。

　基礎は約10㍍の高さまで型

に生コンクリートを流し込んで

つくる。コンクリートが硬化する

まで養生し、養生中も高品質に

つくるために温度管理を欠かさ

ず行っている。土留めを撤去後

に、埋め戻し作業を経て完了と

なる。

工事部

菅野　雅之さん
Masayuki Sugeno
1982年10月26日生まれ。福島県二本松市出身。
1級土木施工管理技士

株式会社　野地組
本社／〒969-1404
福島県二本松市油井字赤坂山27
ＴＥＬ.0243-23-0131　ＦＡＸ.0243-23-1296
ＵＲＬ　http://www.nojigumi.net/ 　取引先企業や作業員など、さまざまな年代の方と関係する

仕事ですが、相手の立場に立ちつつ、〝自分の持つイメージを
どのように伝えれば相手に理解してもらえるか〟を考えながら
仕事を進めていける人材です。おかげで彼が携わる現場は、
まとまりが良くスムーズに作業が進みます。
　歳と経験を重ねてきて、中堅どころの充実した年代になっ
てきましたので、若い人材を適切に指導できるよう、さらなる
成長に期待しています。

［ 社長 野地武之氏 ］

5：30
6：00

8：00

12：00
13：00

15：00
16：00

19：30

21：00
22：00

5：30　起床
ふだんより早めの起床　朝食（朝
はご飯派）

21 : 00
まったり家族とテレビを見なが
らまったり

13：00
応援2･3回戦の手伝いと応援

16：00
買い物家族で食材の買い物（1週
間分の食材をまとめ買い）

8 : 00 
応援ソフトボール大会の手伝い
と応援（子供より親のほうが熱
くなって応援）

15：00
解散ソフトボール会場　第3位

19：30
入浴・夕食我家は入浴後に夕食
（毎日お酒を飲みながら）

22：00
就寝翌日からの仕事に備え早め
に就寝

12：00
昼食ソフトボール会場でみんな
で昼食（妻のお弁当で昼食）

6：00
出発息子のスポーツ少年団のソ
フトボール大会へ出発　朝食
（移動車内で妻がにぎったおに
ぎりで朝食）

技術者物語
Fukushima

　コンクリートの圧縮強度を測定

するための機器。コンクリートに

先端を打ち付けて返ってきた衝撃

により強度を測る反発硬度法の

代表的な測定器の１つである。

シュミットハンマー

職場訪問 教えて!
建設用語

休　日　の　１　日

上司・先輩
から一言
上司・先輩
から一言



⬆

OFF

⬇

⬆

ON

発  行    東北建設業青年会
〒980-0824  宮城県仙台市青葉区支倉町2-48（宮城県建設産業会館5階）

TEL 022-263-9271　FAX 022-268-4293
http://www.miyakencenter.or.jp/rengoukai/sub2-5.htm

東北建設業青年会

ON/OFF  新しい働き方が始まります

T o u h o k u  C o n s t r u c t i o n  E n g i n e e r  S t o r y

技術者物語 Vol.6
2 0 1 8

Spring


